
 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査の結果について  

４月１８日 (木 )に実施した全国学力・学習状況調査は、全国の小学校６年生と中学校３年生を

対象として行われたもので、小学校の内容は国語、算数と児童の生活・学習状況に関するアンケー

ト(児童質問紙)でした。６年生には既に調査結果を配付しましたが、本校でよくできたところ、あまり

できなかったところを具体的な問題とともにお示ししますので、ご覧いただければと思います。  

 

●全国と比べてよくできたところ【国語】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全国と比べてよくできたところ【算数】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
校
通
信 

伊勢崎市立南小学校 

  第１３号 

令和６年１０月２日（水） 

原さんの読書の記録を読んで、４月のふり返り
の所の□に入るものとして、適切なものを選ぶ
問題。  
全国正答率を５ポイント程度上回っています。  

示してある３枚の読書記録を読んで、総括と

してふさわしいものが選べるかが問われていま

す。  

ここでは、３枚の読書記録をしっかり読んで

いれば、原さんが作品中の言葉や作品から考え

させられたものが主なものだということがわか

ります。  

  答え  ４  

円グラフの４月の割合を答える問題。  
 
全国正答率を 10 ポイント程度上回っています。  

円グラフの目盛りが読めるかが問われている問

題。誤答の多くは、メモリの数え間違いで、15

や 17 と答えていたり、４月の線がある 73 や 89

と答えたりしています。  

 

  答え  １６  



●全国も本校もあまりできなかったところ【国語】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業に活かすポイント＞  

 自分の考えが伝わるように文章を書くために、事実と感想や意見とを区別して書くなど、書き表し

方を工夫することを意識づけていきます。 

 

●全国も本校もあまりできなかったところ【算数】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業に活かすポイント＞  

 問われていることは何かを捉え、その問いに答えるために、何が分かればよいかを筋道立てて考え

る力をつけていきます。 

左に示してある条件を踏まえて、
高山さんの文章の続きを 60 字以
上 100 字以内で書く問題。  
 
全国正答率を 15 ポイント程度下
回っています。  

運動会についての記述があるので、こ

れを参考にします。「たてわり遊び」

の前段は既に書いてあるので、□の中

は、下級生に聞いたことを運動会の記

述を参考にして書き始めます。このこ

とは本校の子どもたちもできていたよ

うです。しかし、文章の結びとなる、

「このように『たてわり遊び』のよい

ところは、・・・・」を書ける子が少

なかったようです。・・・の部分は、自

分で考えて適当な表現を作ることが求め

られるので、難しかったのだと思いま

す。  

（正答例）「お兄さんやお姉さんと遊べて楽しかった」という１年生や、「みんなが楽しそ

うでうれしかった」という４年生がいます。このように、「たてわり遊び」のよいところ

は、学年をこえた交流ができるところだと思います。（100 字）  

示されたボールがぴったり入る箱の体積を求め
る問題。  
 
全国正答率を 15 ポイント程度下回っています。  

右下の図のような箱の体積を求める問題です。

立方体の体積を求めればよいのですが、最初に球

が描かれているため、誤答の多くは、式の中に

3.14 を使っていたようです。立方体の一辺が、球

の直径になることに気付いてほしい問題です。  

 

  答え  ２２×２２×２２    


